
私
は
名
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市
立
大
学

に
着
任
す
る
前
は
長

一
年 、
医
療
機
関
の
管
理
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栄
蓑
士
で
し
た 。
自
分

の
得
意
分
野
で
名
寄
市

に
貢
献
で
き
る
こ
と
を

探
し
て
い
た
と
こ
ろ 、

昨
年
12
月
か
ら
風
連
国

民
健
康
保
険
診
療
所
で

栄
養
指
導
が
行
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た 。

風
連
は
も
ち
米
農
家

や
野
菜
を
作
っ

て
い
る

方
が
多
く 、
栄
養
指
導

で
食
事
内
容
を
聞
い
て

い
る
と 、
朝
食
は
自
分

の
家
で
作
っ

た
も
ち
米

で
作
っ

た
も
ち
を
食
べ

こ
E
ブ
肖
q
2
C
]
CJ
延の
）
委
に
4
E
CJ
)

力
P-
0
匡
筏
に
に一ノニ弓一
／
ヌ。

年
度
上
期
の
1

万
7
1
5
約
8.
3
％
滅
っ

て
い
る 。
面
と
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
る

0
人
と
比
べ
る
と 、
35
%

ら
合
宿
団
体
と
感
染
対
策

D
X
推
進
支
援
な
ど
求
め
る

減
だ
が 、
市
は
20
年
度
か

の
「
合
意
書」
を
交
わ
し 、

合
宿
選
手
と
市
民
と
も
に

々
m
欠
田

函
匹
r
L

ム
ぢ
謡
呻
叩川

が
中
巾
へ
両
女
5
手
土
口

安
心
し
て
合
宿
で
き
る
独

自
の
取
り
組
み
を
進
め
て

【
名
寄】
名
寄
商
工
会
役
職
晨
6
人
が
訪
問
し
継
続 、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ

お
り 、
上
期
合
宿
延
べ
人
議
所
（
藤
田
健
慈
会
頭）

た 。

に
対
応
し
た
D
x
（
デ
ジ

数
は
20
年
7
8
9
7
人 、

は
15
日 、
市
役
所
名
寄
庁

緊
急
要
望
で
は 、
原
油
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ

舎
を
訪
れ
て
加
藤
剛
土
市
価
格・
物
価
高
騰
な
ど
に
ー

シ
ョ

ン）
な
ど
新
た
な

長
に
要
望
書
を
提
出
し
対
応
し
た
経
済
対
策 、
中
事
業
展
開
な
ど
へ
の
取
り

た 。

長
期
的
な
資
金
需
要
を
見
組
み
に
対
す
る
支
援 、
ゼ

こ
の
日
は
藤
田
会
頭
と
込
ん
だ
資
金
調
達
支
援
の
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ

宣―――-＝

る
等 、
興
味
深
い
食
苦

慣
が
見
え
て
き
ま
す 。

私
は 、
名
寄
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
発
行
す
る

「
こ
ん
に
ち
は
レ
タ
ー」

の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

の
提

供
も
行
っ

て
い
る
の

で 、
メ
ニ
ュ
ー

を
考
え

る
参
考
に
な
り
ま
す 。

高
血
圧
症 、
糖
尿
病 、

腎
臓
病 、
脂
質
異
常
症

等
多
く
の
生
活
習
慣
病

は
食
事
療
法
で
改
善
す

る
こ
と
が
分
か
っ

て
い

ま
す 。
雪
が
多
い
冬
の

季
節
は
運
動
量
が
低
下

し
て
体
重
増
加
す
る
人

が
多
い
で
す 。
肥
満
に

よ
り
内
臓
脂
肪
の
過
剰

な
蓄
積
が
あ
る
と 、
そ

れ
が
引
き
金
に
な
っ

て

糖
尿
病 、
高
血
圧 、
脂
質

異
常
症 、
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
と
い
っ

た
動
脈

硬
化
性
の
疾
患
が
増
加

し
ま
す 。
年
末
年
始
は

特
に
体
重
増
加
し
や
す

い
の
で 、
定
期
的
に
体

重
計
測
を
行
っ

て
体
重

コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
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風
連
国
民
健
康
保
険
診
療
所
で
の

栄
養
詣
導
に
つ
い
て

日
本
ウ
H
リ
フ
協
会
の
ナ

シ
ョ

ナ
ル
チ
ー

ム
合
窟
が

再
開
さ
れ
た

ま
し
ょ

う 。

底
師
か
ら
栄
撃
掴
導

を
受
け
た
方
が
良
い
と

勧
め
ら
れ
た
ら 、
ぜ
ひ

受
け
ま
し
ょ

う 。
栄
舞

指
導
は
管
理
栄
養
士
が

患
者
さ
ん
の
食
事
の
聞

き
取
り
か
ら 、
摂
取
栄

養
量
を
算
出
し
て
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
や
問
題
点

を
明
確
に
し
ま
す 。

問
題
点
は
患
者
さ
ん

の
個
々
の
食
習
慣
に
合

わ
せ
て
無
理
な
く
実
行

で
き
る
よ
う
ア
ド

バ
イ

ス
し
ま
す 。
飲
み
込
み

が
悪
い
方
の
食
事
の
作

り
方
や 、
と
ろ
み
が
必

要
な
場
合
は
と
ろ
み
の

つ
け
方
に
つ
い
て
も
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す 。

．

病
気
は
放
っ

て
お
く
と

悪
化
や
合
併
症
を
引
き

起
こ
し
ま
す 。
早
期
の

食
事
療
法
で
健
康
を
維

持
し
ま
し
ょ

う 。
風
連

国
民
健
康
保
険
診
療
所

の
栄
養
据
導
は
月
2
回

行
っ

て
い
ま
す 。
今
年

は
名
寄
市
立

大
学
栄
養
学

科
4
年
生
の

卒
業
研
究
で

栄
養
ア
ド

バ

イ
ス
を
行
う

こ
と
が
で

き 、
コ
ロ
ナ

禍
で
患
者
さ

ん
と
話
す
こ

嘉
で
き
な

い
学
生
に
と

ご

っ
て 、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を
取

る
良
い
体
験
に
な
り
ま

し
た 。
今
後
も
地
域
の

中
で
色
々
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま

す 。栄
養
学
科
准
教
授

中
村
育
子

冬のナカガワを
自転車で巡ろう

来年 1 月 23 日にイベント

無事帰る
家族の笑顔が

持っている

U

ヰ
｝」
匪
晨
忙
拷
追

協
議
会
主
催
の
真
冬
の
サ
ト

イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
む

「
ナ
カ
ガ
ワ
冬
サ
イ
ク
リ

踪

ン
グ」
が
来
年
1
月
23
日
布

に
開
催
さ
れ
る 。
現
在
参
冬

加
者
を
募
集
し
て
い
る 。”
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